
６月１１日のトレースから 

 

RTL-8139とは？ -- watchdog を探して -- 

 

Realtek社の Ethernetドライバ定義されているのが、rtl8139のファイルです。 

 

Ethernet とは何か、簡単に言えば LAN の関係のハードウェアですが、これはかなり

情報関係の「常識」に近い用語なので、自分で納得がいくまで調べて下さい。 

 

この rtl-8139の中でのみ watchdogが定義されています。 

 

一般に、Watchdogは「番犬タイマー」とも呼ばれていますが、 

  番犬は、「定期的にエサをもらえると、静かにしている」 

  番犬に「エサ」をあげないと、番犬が騒ぎ出す。 

  番犬が「エサをもらえない」ということは、飼い主に何か異変が発生した場合であ

る。 

  つまり、「番犬が騒ぐ」のは、「飼い主の異変」を検出した場合である。 

ということから、外部からの侵入者を監視するというよりも、「飼い主の異変」を察知

目的で「番犬タイマー」を使います。 

 

より具体的には、プログラムがフリーズしたり、暴走したりした場合に、番犬タイマー

が起動し、これによって、フリーズの原因を取り除いたり、暴走したシステムをリセッ

トしたりして、システムの不安定要因を取り除きます。 

 

以下は、rl_watchdog_fの中身ですが、 



 

この Ethernet関係のみに watchdogが定義されているのは、LANのポートを通じて

の送信エラーを検地しているように読めます。 

こうしたプログラムを読む場合は、使用されている「変数名」や「メンバー変数名」に

着目し、それぞれがどんな意味を持つ変数かを調べていきます。 

 

「送信バッファー」の情報を出力しているのが読み取れるでしょうか？ 

 

 

プロセスの生成部分とプロセスの状態 

 

/usr/src/mm （メモリ管理）に、forkexit.cというファイルがあります。 

このファイルの do_fork()という関数でプロセスの生成に関する処理を行っています。 

 

なぜ、メモリ管理にこの機能があるのでしょうか？「プロセス」が生成されたときには、

そのプロセスが使用するメモリを新たに割り付ける必要があり、また、「プロセス管理

テーブル」もメモリにあるために、「メモリ管理」で主にこの機能を行い、その結果を

カーネルやファイルシステムに通知する構造をとっています。 

 

以下の画面は、do_fork()の関数が終了する前の処理（フォークが成功して戻る前の

処理）ですが、９９行目のコメントで、『カーネルとファイルシステムに、（成功した）

FORK について通知する。』と書かれています。メモリ管理で、新たなプロセスにメモ

リの割付などが成功した後に、その結果をカーネルとファイルシステムに通知していま

す。 

 



関数 do_fork()が開始するのは３４行目ですが、この９９行目までずっと、メモリの

必要量を計算したり、「空き領域」を探したりしています。 

 

 

 

100 行目に記載されている sys_fork()は、ライブラリに含まれています。

/usr/include/minix/syslibの中にあるファイル sys_fork.cで定義されていま

す。 

この関数では taskcallをコールし、taskcallでは、sendrecでシステム割り込み

を発生させていますが、これは、内部コールであるため、「機能番号」には SYSTASK(-2)

が割り振られています。 

トレースの途中を省略しますが、sys_fork から渡された FORK の結果は、

/usr/src/kernel/system.cでポーリングしているプロセス、「sys_task」に手渡

されます。 

ここで、カーネル内での処理が開始されます。 

 

207行目、カーネル内では、procという構造体でプロセスを管理していますが、この

構造体に、カーネル内部でのプロセス管理を行っている情報が保管されています。 

 

/usr/src/kernel/proc.h での構造体定義で、どんな情報がカーネルで管理されて

いるか記載されています。 

 



 

33行目の p_nrは、プロセスに直接信号を送るためのプロセス番号、 

39 行目の p_flags は、プロセスの状態を表すフラグですが、教科書に記載されてい

る「プロセスの状態」と比較してください。（こうした、プログラム中の記述が、直接

教科書の記載と一致する部分は、非常に試験に出しやすいです・・・。） 

44行目では、user time in ticksというコメントの書かれた変数があります。 

 

この、プロセスの状態の状態名は、構造体定義のすぐ下に定義されています。 

 

 

また、プロセスの実行優先度を表す変数名や定義名も、この部分で探すことができます。 

 

アカウント（時間）情報の記録 

 

/usr/src/kernel/proc.cの 326行目に、ready()という関数があります。 

この関数は、「実行待ち」にあるプロセスを、管理テーブルから拾い出して実行可能に



する処理です。 

同様に 369行目の unready()は、実行状態が終わろうとしているプロセスを、次の実

行に備えて「待ち行列」に戻す処理を行っています。 

 

同じファイルにある関数 sched()のコメントを読んでみて下さい。「このプロセスは、

長いこと走りすぎたから、他に「実行可能」なプロセスがあればそちらに切り替える」

と書かれています。 

この sched の名称を一番多数回引用しているのは clock.c ですが、このファイルに

ある clock_handler()（418 行目）のコメントを見てみると、このプロセスの切り

替えに関する設計がわかりやすいと思います。 

 

ここで、proc.hのプロセス構造体のパラメータを見てみると、user time in ticks

とか sys time in ticksと書かれている項目があります。 

これらは、そのプロセスが MINIX システム上でどれだけの時間稼動していたかを記録

しているもので、「時間」に対して「課金」するための構造を持っていることがわかり

ます。 

 

clock.c の 173 行目に、上のような記述がありますが、ここで、clock.c のタイマ

割り込みで、時計の針を刻むように、「カチカチ/tick tack」と時間が刻まれて、「持

ち時間」が減っていき、ゼロになると上記のように lock_sched()が呼び出されます。 

 

ここで、プロセスに対して「お前は居座りすぎだ」という警告を出すことになります。 

 

プロセスの管理テーブルは、カーネル内では上記の proc.hの構造体 procで定義され

ていますが、メモリ管理（mm）やファイルシステム(fs)ではそれぞれが独立して管理

テーブルを持っています。 

/usr/src/fs/fproc.hでは、ファイルシステム内で使用しているプロセス管理情報

を見ることが出来ます。このファイルでは、主にそのプロセスが使用している inode

番号（UNIXのファイルシステムの管理番号）などの情報を扱っています。 

/usr/src/mm/mproc.hでは、メモリ管理内で使用しているプロセス管理情報を見る

ことが出来ます。 

以下のコメントを読んでみて下さい。 



 

 

 

プロセス管理に関するソースコードを読む際の参考にして下さい。 

 

 


